小児がん経験者の治療後の不安とその支援について by Iwai, Naoko
 
 
主 論 文 
 

























平成 25 年 4 月から平成 26 年 3 月に中国・四国地方の小児病棟を有する 3 総合病
院で悪性の小児がんに対する治療を終了して 5 年以上生存している 15 歳以上 40 歳












質問紙の回収数及び回収率は，CCS30 名(53%)，CCS 家族 27 名(47%)で，CCS と


















比較及び分析を行った。CCS 及び CCS 両親のカッパ係数による一致度を見ると，34










































パ係数による一致率は，一項目を除いて正の値であり，34 項目中 12 項目が「中程度」
から「かなり高い」一致率を示しており，CCS両親が CCSの不安を概ね理解している
と示唆された。 


















在も CCS 及び CCS 両親の多くが医療機関へ医療的な支援を行うだけでなく，不安に
対して一元的に相談できる場所を求めており，少なくとも調査を行った地方都市では相
談窓口等のサポート資源が十分でないことが示唆された。一方で地方都市では，都市部
と比較して CCSが少なく，病院スタッフの人員不足や経済及び社会資源の乏しさも予
想され，CCSや CCS家族がアクセスしやすい相談窓口を多く設置することは困難であ
ると考える。今後はインターネットに代表される情報ネットワーク技術を駆使した地方
都市での新たな長期フォローアップ支援の在り方について具体的に検討されることが
望まれる。 
 
【結論】 
医療機関は医療的支援を行うだけでなく，CCSや CCS家族の不安に対して一元的
に相談できる場所を設けることが必要と思われた。 
 
